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~~~;~!A ~5t ~t =~' 
 
~;t~ ~:~=1'~=~f ~f ~f __ 
~l2 a^=0.0003ncm~1(n=1-5),~ 30cm d 
=3.5cm cD~!~~i~ 
~J 3 a^=0.0003n3/2cm~1(n=1-5) ~ 30cm 
d=3.5cm ~)~!~~i~ 









~l 4 a^=0.0003n2cm~1(n=1 -5), g=30cm, 
d = 3.5cm ~)~~~i~ 
I~ 5 a*=0.0003n2cm~1(n=1, 1.25, 1.5, 1.75, 
2), ~=30cm, d=3.5cm CDt~~J 
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図6απ＝0．0003n2cm－1と0．003％2cm－1とそ
　　　の中間3つの振動の振幅の大きさ
図7απ＝0．003％cm一ま（％一1，1．25，1．5，1．75，2），
　　　’一30cm，4－3．5cmの振動
図8αη＝0．003n312cm－1（n－1，1．25，1．5，1．75，
　　　2），’ニ30cm，4＝3．5cmの振動
図9召η＝0．003％2cm－1（η一1，L25，1．5，1．75，
　　　2），’一30cm，ゴ＝3．5cmの振動
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図10　αニ0．0003cm－1，4＝3．5cm，！＝30，30．5，
　　　45，52．5，60cmの振動
図11　α一〇．0030窺一1，4＝3．5cm，’＝30，37．5，
　　　45，52．5，60cmの振動
図12α＝0．0003cm－1，4＝3．5cm，／＝30，60，90，120cmの共振
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　（15）式でα．をη2に比例すると仮定すると（1㊦式は
　　　　　　　　　y（必，渉）α：Σ〃η（灘，！）／（。4ηsin々ηゴ〉　　　　　　　　　　　　　　　　（17）
　　　　　　　ηニ1
と表すことができる。このことから，ボーイングによるバイオリンの振動は，弦にすべて
の共振を同時に生じさせる興味深い振動であることがわかり，ここでとりあつかわれた弦
の共振と深い関連があることを示唆している。この現象についての結果は別の機会に報告
したい。
付 録
　ここでは，（15〉式の導出をおこなう。
　まず，（7）式の分子を考える。ここではαを0にしても結果に大きく影響を及ぼさないの
でα一〇とおく。さらに，ん一島一％π／！を代入すると，この分子は
　　　2諺lsin％π（！一4）／／・sin7zπ認／！1
　　　　＝2湧（一1）η一11sin盟πづ／／・sin銘π灘／41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A1）
となる。
　次に，位相の値を決定しよう。φ、を決定する（9〉式の分子のsin2h／は共振するときはsin
2％π，すなわち，0である。他方，分母は常に正の値をとるためφ＝0となることがわか
る。また，φ（X），（Xニ／一4，認）については，（1①式から分母でαが寄与するときはsin々Xが
0のときであるが，このときは（7）式の分子が0となり振動の振幅が0となることを考慮し
て，αが0の極限を考えると
　　　cosφ（X）＝±0，sinφ（X）＝±1，　　（sin　hX≦0）　　　　　　　　　　（A2）
となる。　これから
　　　φ（X）＝±π／2，　　（sin冷X≦0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A3）
が導かれる。
　（13）式と（14）式，（A1）～（A3）式を考慮すると（7）式は
　　　卿）一2ん殼耀sin舷sin伽オ，（・〈∬≦4）　　　（A4）
となる。
　（8）式についても同様の考察をおこなうと，（A4）式と同じ関係式を求めることができ，その
結果（15）式が導かれることになる。
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